
2023 年　３月会報

　　　

［今月の聖句］

私は世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。（マタイによる福音書 28章 20 節）
          【選者　小澤　智之】

①

〈３月例会プログラム〉

「輝かそう、あなたの光を」ウルリック・ラウリドセン（デンマーク）国際会長
シェン・チ・ミン　（台湾） 「新しい時代とともに、エレガントに変化を」 アジア太平洋地域会長

「未来に向けて今すぐ行動しよう」東日本区理事 佐藤　重良　甲府21
「ワイズへの参加と交流を楽しもう」あずさ部部長 後藤　明久（富士五湖）

甲府21クラブ会長 廣瀬　健 「目標を決断し実行する」　　Go for it！
ＣＳ、グリーンプロ
ジェクト、メネット

2023 年 3月 7日（火）発刊

1 月に起きた、相川様、廣瀬会長の、欠けた大
きな穴を埋め、乗り越えて活動を続けなければ
なりません。なかでも、東日本区大会実行委員、
関係の皆様のご苦労には “大感謝” です。
この 2～ 3 年は、コロナ渦の中で世界中が、
振り回されてきました。
5 月には規制も変わります。心配も軽くなり、安
定した社会生活が出来ることになるでしょう。
そんな中で、2 月の第 2 例会が行われました。
久しぶりに、ズームなしの開催予告で、リアル
出席を、促したのですが、出席者は１７人でした。
思ったより少な目でした。
でも、やはり顔を見合わせての例会は良いです。
ネ！
皆様には、万障お繰り合わせのうえ、ご出席の、
お願いを申し上げます。
重要な連絡や、報告があります。また重要な議
題もあり、検討、結論を導く為にも、多くの、
ご意見や、ご承認が必要になるからです。
６月の東日本区大会の大イベントの前にも、重
要なイベントがあります。
例会・イベント実施に、クラブ会員皆様の総出
のご支援をお願い致します。

日時：2023 年 3月07日（火）18：30 開会　
会場　山梨YMCAグローバルコミュニティーセンター
　　       司会　山縣ワイズ　　会場準備：DBC委員
  １． 開会点鐘
  ２． ワイズソング
  ３． ワイズの信条
  ４． 今月の聖句　　　　　　　　小澤智之　ワイズ
  ５． 会長代理あいさつ　　　　飯田剛　会長代理
 ゲスト紹介
  ６． 入会式
  ７． ゲスト卓話　　　　　卓話者：岡 安 茂 祐　様
    題名 :「千の風になって─“わだつみのこえ” 随感─」
  ８． ハッピーバースデー
  ９． 諸報告
１０． YMCAの歌
１１． 閉会点鐘

３月巻頭言

目標値
1月の合計
1月末迄累計
達成率

250,000
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147,403
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項目　　　　　ニコニコ　　バザー　　クリスマス　　トータル

［会計報告］ 2022 年 2月末現在

◆2022-2023年度　主題◆

会長代行 副会長　飯田　剛

《３月の誕生者》
＜メン＞
松村　豪夫（3/2）
小俣　寛（3/18）

＜メネット＞
薬袋　けさみ（3/31）



②

□2023 年 2月第一例会報告□
□日時　2023 年 2月7日（火）
□会場　山梨YMCAｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ
　2023 年 2月07日（火）第１例会では１月
に旅立たれた相川ワイズと廣瀬ワイズへの追悼
の祈りが後藤ワイズの発声と共に執り行われま
した。
　飯田会長代行からは、葬儀にご協力いただい
た会員の皆様への感謝の言葉から始まり、寂し
さの中にいる会員を勇気づけていただける言葉
を頂戴しました。例会では前週に開催されまし
た東西交流会での様子を寺田ワイズより発表し
ていただきました。
　東西の会員４００名近くが集まった交流会で
は、西日本区のクラブとも大いに交流することが
出来た事、東日本区大会の開催や準備にあたり、
運営方法など大変に参考になる大会であったこ
とが報告されました。
その他にも、あずさ部評議会の開催案内や次回
例会の案内が連絡され第１例会は閉会となりま
した。

参加者数　32名　【会場参加メンバー：20名
　メネット：2名　ゲスト：4名 zoom：６名】

□2023 年 2月第二例会報告□
□日時　2023 年 2月21日（火）18：30 ～
□会場　山梨YMCAｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

　２月第２例会では主に３つの議題について会
員同士で忌憚のない意見が交換され様 な々意
見が会員同士で交流される例会となりました。
①DBC関連　②偲ぶ会について　③トルコ支
援活動について
①DBC関連につきまして、現在甲府２１クラブ
に関連する様 な々クラブとの関係性、位置関係、
これまでの経緯などに関連した意見が多く会員
から発せられました。
当初は東日本区大会での締結も視野に入れてい
たDBC締結ですが、今回のホストクラブとして
の仕事をしながら締結式を成功させることは非
常に困難ではないかという話も上がりました。                                                                                                                                         

甲府 21ワイズメンズクラブ　ブリテン　令和 5年 3月号

書記　水越正高
例会報告

《2月の出席者》
会員数 　　
例会出席者
ゲスト参加者
メネット
総出席者数
出席率

47名
27名
4名
2名
33名
57％

②偲ぶ会につきましては現在の準備状況の報
告、プログラムの内容等が野々垣ワイズより連
絡されました。
実施内容等についても会員の承認を得て、３月
に開催されることが決まりました。
③トルコ支援につきましては、会の開催前に判
明したＹＭＣＡが準備している支援活動について
の情報共有と、提案いただいた米長ワイズの意
見を会員にて共有しました。
話し合いにて、次回例会でのニコニコボックスに
集まられた金額をトルコ・シリア大地震の支援
に募金しようということに決定いたしました。
参加者数　16名　【会場参加メンバー：15名
　メネット1名】

48％

今後の予定

〈3月〉
３月４~５日 次期クラブ会長研修＠東山荘
３月　７日　 第１例会　18時半
３月８日　　 東日本区大会ＤＭ発送作業
３月１８日 相川貴宏さん　廣瀬健さんを偲
　　　　　　 ぶ会
  午後２時～
  於：山梨ＹＭＣＡ3階

　３月２８日　 第２例会　１８時半

〈4月〉
４月４日　 第１例会　１９時
４月８~９日 第３回東日本区役員会
４月１８日　第２例会　１８時半
４月２２日 ベビーカーコンサート



③

□2023 年 2月第一例会報告□
□日時　2023 年 2月7日（火）
□会場　山梨YMCAｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ
　2023 年 2月07日（火）第１例会では１月
に旅立たれた相川ワイズと廣瀬ワイズへの追悼
の祈りが後藤ワイズの発声と共に執り行われま
した。
　飯田会長代行からは、葬儀にご協力いただい
た会員の皆様への感謝の言葉から始まり、寂し
さの中にいる会員を勇気づけていただける言葉
を頂戴しました。例会では前週に開催されまし
た東西交流会での様子を寺田ワイズより発表し
ていただきました。
　東西の会員４００名近くが集まった交流会で
は、西日本区のクラブとも大いに交流することが
出来た事、東日本区大会の開催や準備にあたり、
運営方法など大変に参考になる大会であったこ
とが報告されました。
その他にも、あずさ部評議会の開催案内や次回
例会の案内が連絡され第１例会は閉会となりま
した。

参加者数　32名　【会場参加メンバー：20名
　メネット：2名　ゲスト：4名 zoom：６名】

□2023 年 2月第二例会報告□
□日時　2023 年 2月21日（火）18：30 ～
□会場　山梨YMCAｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

　２月第２例会では主に３つの議題について会
員同士で忌憚のない意見が交換され様 な々意
見が会員同士で交流される例会となりました。
①DBC関連　②偲ぶ会について　③トルコ支
援活動について
①DBC関連につきまして、現在甲府２１クラブ
に関連する様 な々クラブとの関係性、位置関係、
これまでの経緯などに関連した意見が多く会員
から発せられました。
当初は東日本区大会での締結も視野に入れてい
たDBC締結ですが、今回のホストクラブとして
の仕事をしながら締結式を成功させることは非
常に困難ではないかという話も上がりました。                                                                                                                                         

甲府 21ワイズメンズクラブ　ブリテン　令和 5年 3月号

岡安　茂祐（おかやす　しげひろ）氏
【略　歴】
1943年生まれ。東京大学大学院社会学研究科修了(新
聞研究所にて言論思想史専攻 )。新聞記者、参議院議
員秘書を経て、日本エディタースクール、成城大学、相
模女子大学にて、ジャーナリズム論、マス・コミュニケーショ
ン史、社会学 ( 社会意識論 ) などの講壇に立ち、この間
市民新聞の編集・発行、民間放送の番組制作参与、日
本戦没学生記念会 ( わだつみ会 ) の役員などを務めた。
認定ＮＰＯ法人わだつみのこえ記念館理事。同志社社史
資料センター第１研究部門 ( 新島研究 )、賀川豊彦学会、
日本平和学会、「ひらかれた合同教会をつくる会」の各
会員。

東西日本区交流会報告
第 3回東西交流会が 2023 年 2月 4，5日にANAクラ
ウンプラザホテル神戸をメイン会場に 430 名（東日本区
130 名）参加し開催されました。ライオンズ、ロータリー、
キワニス、ワイズメンの奉仕活動団体フォーラム開催でス
タート、これを機に各団体との協力、協働を諮るとし、開
会式は東西日本区理事と来賓の挨拶、スライドにて東西
日本区 25 周年の歩みと、京都パレスクラブの｢ラオスに
YMCA 設立プロジェクト事業｣が紹介されました。交流
会メインの懇親会は DBC プロポーズ大作戦と称して各
テーブルに DBC の可能性があるクラブメンバーを配置、
異なるクラブのメンバーとの交流を図る配慮がされていま
した。
２日目は「神戸の街探索」「楽しい合唱」「未来を語ろう
ワイズ｣の 3 分科会にて研鑽。その後会場に戻り「Y’s 
xSDG Youth Action2022」では 3 組の事例発表があ
り山梨 YMCAリーダーの渡辺ゆなさんが山梨 YMCA 主
催で開催された「清掃中　甲府編」を発表 ,110kg のご
みを拾った様子を報告しました。最後に IBC/ DBC 締結
式、披露式を厳かに執り行い閉会。当クラブ関係 18 名、
山梨YMCA関係 3名が参加しました。
（ルポ　寺田喜長）

いよいよ、第 26 回東日本区大会の登録申込みが 3 月
15日（水）に始まります。（４月２１日まで）4 年ぶりにリ
アルでの全面開催ということもあって、荻野実行委員長と
実行委員（寺田喜長、米長晴信、薬袋勝、市川將來、
輿水順雄、松村禎夫、野々垣健五、野々垣和宏）各氏
の準備は着着と進んでいます。詳しくはパンフレットをご覧
頂き、是非甲府２１ワイズメンズクラブの皆さん１人１人
が営業担当としてお声がけをお願いいたしたいと思います。
最後まで廣瀬会長が交渉を続けて下さった石丸謙二郎さ
んの講演も決定しました。遺志をついで、成功を呼び寄
せましょう。　　　　　（ブリテン委員長　野々垣和宏）

本日の卓話

東日本区大会

東西日本区交流会　2/4・5
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甲府 21ワイズメンズクラブ　ブリテン　令和 5年 3月号

「次年度に向かって熱き討論」
ＬＴ委員会委員長　山下　真

　3月4日から5日、日本YMCA同盟東山荘にて「次
期クラブ会長・部役員ワークショップ」を開催しました。
76名が久しぶりの対面での学びと交流を楽しみました。
この研修会を「ワークショップ」としたのは「計画や活動
方針は与えられるものではなく、共に意見を出し合い自ら
作り上げるものだ。」という願いが込められています。
　佐藤重良東日本区理事、利根川恵子次期アジア太平
地域会長、大澤篤人日本YMCA同盟担当主事からそれ
ぞれの組織の現状理解を深めました。
　山田公平次期理事から次年度方針と運動に対する考え
方を聞き、「あなたにとって豊かなクラブライフとは？その
ためにあなたは何をしたい。」というテーマでワールドカフェ
方法によるグループ討議が繰り返され、活発な意見交換
が行われました。
　そこでの充実した論議は、懇親会、その後の二次会「部
長を囲んで」に引き継がれながら、夜遅くまで笑い声の
絶えない研修会となりました。

次期クラブ会長・部役員ＷＳ 2023 年 3月４日（土）・５日（日）
＠東山荘　



⑤

◆YMCA便り◇ ペンリレー
甲府 21ワイズメンズクラブ　ブリテン　令和 5年 3月号

「さくら・桜・佐倉」
野々垣　和宏

　先日千葉県の佐倉市内を散歩したことを書きたい
と思います。毎年この時期は、事務所や甲府へワイ
ズ 21 関連で外に行くぐらいです。あとは自宅でコタ
ツでのんびり過ごしてばかりだったので、ふらっと家
から電車で４０分の佐倉市に行こうと決めました。
　佐倉は、成田空港に向かう際に途中通る場所で、
巨人の長嶋茂雄の出生地です。よく調べてみると、
佐倉市には、佐倉城があった場所に国立歴史民俗
博物館があるのを知りまして早速訪問しました。
　まずは、旧石器時代、縄文、弥生時代など時系
列に見て歩きました。人々の生活様式の復元模型や
土器などが展示されていて、長文の説明文を読まな
くてもそのビジュアルで、その時代の様子が理解出
来ました。
　あとは、中世から近代、現代とまわっていきました
が、１日では完全には見切れない感じでしたが、満
足でした。
　展示で驚いたのは、寺子屋や学校の展示でした。
モデルとして山梨県の地図があり、そこに江戸時代
から明治にかけての寺子屋や学校の数を示すボタン
がありました。それを押すとライトで表示される展示
物でした。無数の存在が確認出来まして驚くと共に
当時世界で日本がトップの識字率であったのではと
言われてたことが納得出来ました。
帰りは、埴輪絵柄のエコバッグを記念に買って民俗
館を後にしました。
　佐倉城址には、その他にもサザンカの植物展があ
りその散策と、天守閣跡などへも行きました。だい
ぶ歩き疲れはしましたが、帰宅してからのビールは格
別に美味しかったです！
　やはり行き慣れた場所に行くのもいいですが、行っ
たことない場所に行くと気分がリフレッシュしますね。
　2 月 1 日以降の最高気温を足し算していき、累積
温度が 600 度を超えた日に桜が開花するという法則
があります。私の住んでいる船橋の場合、2月28日
現在で累積温度は 321 度。残り 279 度をどのよう
に追いかけていくのか。佐倉から、桜に話が飛んだ
ところで、今日はこのへんで。皆さんの桜の名所の
話も聞かせてくださいね。

「夢」かたちに
総主事　中田　純子

　

2023 年１月 31 日、高齢者事業「ぶどうの木」が
地域開発により、事業閉所を迎えました。多くの方々
にささえられた 10 年に感謝と共に、心の引継ぎを
実感しました。どんなことにも誕生があり終わりが存
在します。総主事１年目に事業所の終わりに立ち会
う事に心痛を感じていましたが、そうではなく次の夢
の誕生の訪れを待つ祈りの時間を与えられたのだと
心引き締まる瞬間でした。
　2 月に入り、コロナ禍の影響で 3 年越しとなった
山梨での全国総主事会議が 8日から10日まで開催
され無事に終えることが出来ました。全国の総主事
をお迎えするにあたりこれまでに体験したことのない
緊張感がありましたが、総主事 1 年目に皆様をお招
きできました事に喜びと共に感謝がこみ上げ、守られ
ている瞬間でした。
　また、2月の第３水曜日は「ピンクシャツデー」で
した。第３週目をピンクシャツウイークとし、いじめに
ついて深く考える時間を持ちました。そこで児童発
達支援事業に通う児童たちが「いじめをなくそう」
を大人に伝えたい、自分たちの生活を支えてくれて
いる市役所の偉い人に訴えて聞いてもらいたい」と
意見がでました。私たち大人は、この声を実現に導
くため、甲府市へ相談しました。市は早急な対応で
２１日の火曜日に市教育長へ訴える機会を作って下
さりこどもの願いが叶った瞬間でした。放課後児童
クラブ、児童発達支援事業放課後等児童クラブのこ
どもたちは商店街を歩き、いじめの撲滅を訴え、ポ
スター掲示のお願いに回り多くの商店にご協力いた
だきました。
　地域と共に歩む私達は、多くの人々につながり・
可能性にあふれた地域と協働していきたいと考え、
地域社会がよくなっていく未来を創造します。未来
への夢の可能性があふれる今、夢を描き続ける人が
つながってゆけば、その働きは永遠であると実感し、
みんなの夢の実現を形にしていきたいと祈りを守る月
となりました。
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◆ようこそ甲府21へ◇

甲府 21ワイズメンズクラブ　ブリテン　令和 5年 3月号

「いじめなくそう」小学生が訴え
　甲府市の公益財団法人「山梨ＹＭＣＡ」が
運営する学童保育施設や放課後児童クラブ、
放課後等デイサービスに通う小学生たちが２
月２１日、「いじめをなくそう」と訴えて中心
街を行進した。全国で取り組むいじめ防止キャ
ンペーンに合わせて子どもたちが発案したと
いう。
　ＹＭＣＡは「いじめのない社会を作ろう」
と呼びかけて、２月の最終水曜日にピンク色
の服や小物を身につけて思いを示す運動をし
ている。その準備の過程で子どもたちが会議
を開いた時に「パレードをしたい」「市役所に
も行きたい」という意見が出て、行動に移す
ことにしたという。
　まずは市役所を訪れて、数野保秋教育長と
面会。舞鶴小４年の保坂優翔さんが「市役所
のみなさんと一緒に活動したいとおもいまし
た。ご協力をお願いします」というメッセー
ジを読み上げた。その後、中心商店街に向かい、
「いじめのない世界をめざそう」と書かれた横
断幕を掲げ、にぎやかにパレードをした。
（２月２２日付＝朝日新聞　山梨版より抜粋）

杉田　博子さん
声楽家・ソプラノ
甲府２１ワイズメ
ンズクラブのクリ
スマス例会などで
は何度か出演して
くださっています。

溝口　さと子さん
趣味　音楽　声楽
職業　
　ブティックオー
　ナー
　凮月堂（和菓子
　店）　オーナー

溝口　秀男さん
趣味　音楽・声楽
　　（バス）　コン
　　サート等実施
　　している
　　ウクレレ奏者
職業　凮月堂（和
　　菓子店）　経営

荻原　桂子さん
趣味　手芸・和服・
　　　音楽鑑賞
　　 落語鑑賞

2023 年３月７日（火）
わたしたちは、新しい仲間をお迎えしました！


